












核燃料物質使用変更許可申請書の音f補正

・・本1~4本文・・・ ... . .. .. . ...

・・・・・添1-1~9添付書類1・・・・・ .. ..

(使用施設等の位置、構造及び設備の基準に対する適合性に

関する説明書(事故に関するものを除く。))

核燃料サイクルエ学研究所共通編

添付書類2・・・・・・・・・・・・・・変更なし
(想定される事故の種類及び程度並びにこれらの原因又は事故に

応ずる災害防止の措置に関する説明書)

別添

添付書類3・・・・・・・・・・・・・・添3-1~フ

(変更に係る核燃料物質の使用に必要な技術的能力に関する説明書)
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新旧対照表

1.名称及び住所並びに代表者の氏名

2.使用の日的及び方法

3.核燃料物質の種類

4.使用の場所

図4-1 核燃料サイクルエ学研究所敷地周辺図

変]更"1」

共通編本文

(省略)

(省略)

(省略)

1.名称及び住所並びに代表者の氏名

2.使用の目的及び方法

3.核燃料物質の種類

4.使用の場所

図4-1 核燃料サイクルエ学研究所敷地周辺図

(省略)

(省略)

補正後

変更箇所を

(変更なし)

(変更なし)

で示す。

変更理由

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)



新旧対照表

変 更
^

月11

章令劃慢註当帳敢

づルトニウム煤料焦一鳳晃室

ウラン貯庫

プルトニウム性劇第二開鼻宣

プルトニウι蝉料算三屑臭室

プルトニウム貞憙物処理閲鼻算豊

算ニプルトニウム幽豊篇貯度姥霞

B韓

共通編本文

竜令算4慢享叢当詫殴

髭斜麗壷樋"試艮貫

A尊

L典

ヰ用冨験馳

乱濯場

安全管理腔

計南兵罫牧正室

赦射隷鼻健室

算三ウラン貯庫

ウゥラン憂肩輩物貯豊晶段

貞禁2ウラン系麻臺物"鳳算段
童

1 盤卸座霞

周辺監視区域境界

研究所敷地墳界

1'

理

暁水妃理室

J

M較

真郵事章断第2ウラン貯鳳庫

高レペル放射性物貫馴究庫鮫

10

11

1ι

朽

16

補

図4-2 核燃料サイクルエ学研究所の各施設の位置図

正 後

周辺監視区域境界

研突所敷地境界

変更筒所をCニニニこ1>で示す。

変更理由

武令算'慢酋当篤設

プルトニウム供劇算一帥臭室

ウ5ン貯庫

ブルトニウム憾斜業二詞臭室

プルトニウム需斜写三卸見宴

プルトニウム農物典理興臭底設

第ニプルトニウム廟臭靭貯些底設

B卿

;ウラン系廃繋物貯茸縄段

1 算2ウラン系廓貯軍等般
墨情卸距股
.

隻傷油保庫

政令劃喚非註当隻設

疉斜奥壷異■凱訣室

A樟

L樟

ヰ用試駿欄

洗濯嶋

安全管唾捜

計訓畳島校正皇

敢射蝕保室

焦三ウラン貯庫

・廃水処理室の

管理区域を解除

司、るため

図4-2 核燃料サイクルエ学研究所の各施設の位置図

J桂

M韓

庫客事煮所筑2ウラン討重庫

高レペル註射性物質岳究応設

1で囲った箇所は核物質防1董情報が含まれるため、非公開とします。
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新旧対照表

変長!司1」

5.予定使用期間及び年問予定使用量

核燃料サイクルエ学研究所全体における予定使用期問及び年問予定使用量を表5
1に示す。

表5-1 核燃料サイクルエ学研究所全体における予定使用期間及び年間予定使用量

年間予定使用量
丁,定使用期間核燃料物質の種類

(最人存在量)

天然ウラン及び劣化ウラン並び庭 2017年10月60
25 000 化g)

至 2021年3月310にこれらの化合物

0 2017年4月21日
30 127.9 (kg)天然ウラン及びその化合物

至 2021年3 H 31 0

0 2018 7 10日
55 222.6 (kg)劣化ウラン及びその化合物

至 2021年3月31 0

臼 2017年411210
1.1 (k宮)トリウム及びその化合物

至 2021年3円 31 0

0 2018年7月10日
濃縮度 20 %1")未満 40 978.1 (kg)

至 2021年3月31 0

ウラン器3及びその化合物

濃縮度20 %以上

濃縮ウ
ラン及

びその

化合物

ウラン及びその化合物

廃棄物中のウラン及びその化合 2017年4月21 0

物 2021年3月31 0

プルトニウム及びその化合物

廃棄物中のプルトニウム及びそ

の化合物

高レベル放射竹廃液及びこれの
ガラス岡化体

注1)以下、本共通編において、%は質量分率を示す。

ウラン器3及びその化合物

濃縮度20 %以 1

共通編本文

ウラン及びその化合物

廃棄物中のウラン及びその化合 2017年4月21 0

物 2021年3月31 0

プルトニウム及びその化合物

廃棄物中のプルトニウム及びそ
の化合物

高レベル放射竹廃液及びこれの

ガラス問化体

注1)以下、本共通編において、%は質量分率を示す。

補正後

5.予定使用期問及び年問予定使用量

核燃料サイクルエ学研究所全体における予定使用期間及び年間予定使用量を表5
1に示す。

表5 1 核燃料サイクルエ学研究所全体における予定使用期間及び年問予定使用量

年問Υ,定使用量
予定使用期問核燃料物質の種類

(最人存在量)

天然ウラン及び劣化ウラン並び白 2017年10月60
25 000 (kg)

至 2021年3円 31日にこれらの化合物

白許可日
30 102.9 化g)天然ウラン及びその化合物

至 2021年3円 31日

自許可日
61 引7.6 (kg)劣化ウラン及びその化合物

至 2021年3円 31日

自 2017年4円 21日
1.1 (kg)トリウム及びその化合物

至 2021年3月31 目

口許可日
濃縮度 20 %1")未満 40 975.1 (kg)

至 2021年3円 31 0

3.フ× 1016 BQ

で示す。

変更理由

3.フ× 1016 Bq

・燃料製造機器

試験室での核

燃料物質の使

用及び貯蔵を

終了するため

・1棟において

新たな核燃料

物質を貯蔵す

るため

201.6 (kg)

0.促(kg)

0.1 (kg)

201.6 (kg)

0.02 (kg)

23 化g)

0.1 化g)

9 9認.2 化g)

23 (kg)

濃縮ウ

ラン及

びその

化合物

変更箇所を

9 952.2 (kg)

0.36 化g)0.36 化g)

臼
至

口
至



新旧対照表

6.使用済燃料の処分の方法

フ.使用施設の位置、構造及び設備

8.貯蔵施設の位置、楴造及び設備

9.廃棄施設の位置、描造及び設備

更
コ'.

目1」

共通編本文

(省略)

(省略)

(省略)

(省略)

6.使用済燃料の処分の方法

フ.使用施設の位置、構造及び設備

8.貯蔵施設の位置、構造及び設備

9.廃棄施設の位置、構造及び設備

補 正 後

変更箇所を

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

(変更なし)

で示す。

変更理由変



新旧対照表

使用施設等の位置、構造及び設備の基準に対する適合性に関する説明書

(事故に関するものを除く。)

更 目1」

共通編添付書類1

添付書類1

使用施設等の位置、構造及び設備の基準に対する適合性に関する説明書

(事故に関するものを除く。)

補 正 後

変更箇所を

添付書類1

で示す。

変更理由変



新旧対照表

D 共通編

核燃料サイクルエ学研究所内の各施設の合算評価は添付書類1

②施設編

更
^

目Ⅱ

①に示す。

共通編添付書類1

(省略)

a)共通編

核燃料サイクルエ学研究所内の各施設の合算評価は添付書類1一①に示す。

⑦施設編

補 正 後

変更箇所を で示す。

変更理由

(変更なし)

変



新旧対照表

更
^

目1↓

(各施設の合算評価)

共通編添付書類1

添付書類1一①

補 正 後

変更箇所を

各施設の合算評価

添付書類1一①

で示す。

変更理由変



新旧対照表

環境線量評価方法

環境線量評価結果Ⅱ

更
ー、'.

目Ⅱ

Ⅲ.核燃料サイクルエ学研究所全体での環境線量

共通編添付書類1

(省略) 環境線量評価方法

環境線量評価結果Ⅱ

補 正

(変更なし)

(表2、別表1、表3、別表2及び図6の当該箇所変更)

後

(省略)

変更箇所を

Ⅲ.核燃料サイクルエ学研究所全体での環境線量

で示す。

変更理由

・廃水処理室の

管理区域を解

除するため

・燃料製造機器

試験室での核

燃料物質の使

用及び貯蔵を

終了するため

・1棟への貯蔵

施設追加によ

る直接線及び

スカイシヤイ

ン線による環

境線量評価の

見直し

(変更なし)

変



新旧対照表

プルト

ウラ

プルトニウム燃料第開発室

プルトニウム燃料第開発室

九トニウム廃棄物処理開発施設

第二九トニ払廃棄物貯蔵施設

B 棟

ウラン系廃棄物貯蔵施設

第2ウラン系廃棄物貯蔵施設

焼却施設

廃油保管庫

廃水処理室

J 棟

M 棟

東海事業所第2ウラン貯蔵庫

高レベル放射性物質研究施設

燃料製造機器試験室、 A棟、 L棟、

応用試験棟、洗濯場、安全管理棟、

計測機器校正室、放射線保健室、第

三ウラン貯蔵庫

1

更
^

月1」

1.2×10

↓
9.2×10

4
8.3×10

2
3.9×10

'↓
1. O×10

26.2 × 1 0

、↓
1.1 × 1 0

、↓
1. O×10

、↓
1. O × 1 0

1. O×10-4

一ι
1. O × 1 0

」
1. O × 1 0

J4.8×10

」
4.1×10

各施設とも

1. O × 1 0-4 以下

ただし、

試験室は2.フ× 10

L棟は4.5×1

共通編添付書類1

1

で示す。

変更理由

」

、1

2

1

1.

以下 以下

プルト

ウラ

プルトニウム燃料第二開発室

プルトニウム燃料第三開発室

九トニウム廃棄物処理開発施設

第二九トニ払廃棄物貯蔵施設

B 棟

ウラン系廃棄物貯蔵施設

第2ウラン系廃棄物貯蔵施設

焼却施設

廃油保管庫

J 棟

M 棟

東海事業所第2ウラン貯蔵庫

高レベル放射性物質研究施設

燃料製造機器試験室、 A棟、 L棟、

応用試験棟、洗濯場、安全管理棟、

計測機器校正室、放射線保健室、第

三ウラン貯蔵庫

1. O×10

I×10

2

以下

以下

P下

以下

以下

1. O×10

41. O×10

、↓
1. O×10

J4.8×10

4
4.1×10

各施設とも
4 下別表1のとおり1. O × 1 0

ただし、 L棟は 5.4

X I 0-4、第三ウラン

貯蔵庫は 2.9 × 10

注):本表の値は図6に示すM1地点におけるものである。

補

、↓

↓

正

計

注):本表の値は図6に示すM1地点におけるものである。

添1-5

後

以下

以下

以下

以下

↓

・廃水処理室の

管理区域を解

除するため

・燃料製造機器

試験室での核

燃料物質の使

用及び貯蔵を

終了するため

・L棟への貯蔵

施設追加によ

る直接線及び

スカイシヤイ

ン線による環

境線量評価の

見直し

0-4 第ーウラン貯蔵
2

庫は 9×10

12.9×10 2.

変更箇所を

1」表 1 のとおり

1.2×10

9.2×10

8.3×10

3.9×10

」
1. O × 1 0

6.2×10

計 9×10

ウ
ラ
ン
廃
棄
物
処
理
施
設

変

合

ウ
ラ
ン
廃
棄
物
処
理
施
設

合



新旧対照表

施設名

燃料製造機器試験 は、 の

貯蔵棚に年間予定使用量室

を るのとる

線源址は、貯蔵施設(A棟A

-16)に年間 r,定使川址

を貯蔵するものとする。

線源耻は、試験裴置の敲棟L

大保イi址の介,1(天然ウ

ラノ 52.5kgu、 1.6%浪締
ウラン敬gu、 5%濃縮ウラ
ン 3kgu)及び貯蔵核燃料
物質(天然ウラン

50ook宮U)並びにウラン系

廃棄物ドラム缶 150 本と

する。

応m試験棟 線源靴は、試験裴鐙の最

大保イi址の介,汁(天然ウ

ラン 50ok宮U、劣化ウラン
362.5kg)とする。

洗泥場 搬人する件業衣等は、核

燃少件勿質に朽染されてい
ないことを確認している

ので、無視する。

線源址は、R1保管室に年安个管鄭棟

問Υ,定使川址を貯蔵する

ものとする。

計測機器校{1二室 線源址は、照射室田)に

年問 r,定使川址を貯藏す

るものとする。

線源址は、肺モニタ室に放射線保健室

年問 r,定使川址を貯戚す

るものとする。

第三ウラン貯藏肺繚源址は、ウラン貯藏室

に最大存在址である天然

ウラン粉末等 25 0001偲U

を貯蔵するものとする。

にする体廃注)廃

体として考慮しない。

号恵せず

別表1

QAD

直接線及びスカイシャイン線に係る評価条件

1三な遮蔽物質

冴慮せず

設定条件

コンウjート

"点せず

更
コ'▲

目1」

約 20cm

材質

鉄板樹

天井

ぢ慮せず

材質厚さ

0.2CⅡ淘鉄板淘

コンク Jート

共通編添付書類1

んⅥSN

AIC 板

旧宅

約 20C皿

ANISN

厚さ

0.2C

計算コード

肋イシャイ

シ綵

約 10cm

コンウJート

約 30cm

゛接線

注)

飢C 板

約 20cm

AιC 板

QAD

約 10C血

施設名

約 10阻

QAD

燃料製造機器試験

室

別表1

AιC 板

QAD

A

老愈せず

Q肋

直接線及びスカイシャイン線に係る評価条件

セな遮蔽物質

補

約 10C皿

設定条件

棟

は、ーン

棄物と生るし

L

老慮せず

ANISN

-G33

正

棟

号慮せず

後

線源耻は、貯蔵施設(A

-16)に年問Υ,定使j"唯

を貯藏するものとする。

線源耻は、試験裴置の最

大保行耻の合計(天然ウ

ラン 52.5kgu、 1.6%濃縮
ウラン 6kgu、 5%濃締ウラ
ン 3kEU)及び貯蔵核燃料
物質(天然ウランⅡ

40okgu)並びにウラン系

廃棄物ドラム缶 150本と

する。

綵源址は、試験裴置の最

大保イi址の合計(天然ウ

ラン 50okgu、劣化ウラン
362.5kg)とする。

搬入する作業衣等は、核

燃料物質に朽染されてい

ないことを確認している

ので、無視する。

綵源址は、R1保管室に年
問 r,定使用耻を貯藏する

ものとする。

繚源耻は、照射室田)に
年問Υ,定使川1社を貯蔵す
るものとする。

線源址は、肺モニタ室に

年問Υ,定使川址を貯蔵す

るものとする。

線源址は、ウラン貯蔵室

に最大存在址である天然

ウラン粉末等 25 0ookgu

を貯蔵するものとする。

QAD

老億せず

コンク jート

吉慮せず

廃

の

応川試験棟

材質

約 20cm

天井

変更箇所を

蔵

号慮せず

んⅥSN

性

厚さ

考慮せず

洗濯場

コンクJート

コシ刎ート

氏ⅥSN

を源とした

材質

約 30cm

安令管理棟

好宅

AIC 板

んⅥSN

約 20cm

ANISN

で示す。

変更理由

,ト測機器校1モ室

原さ

考慮せず

計算コード

肋イシャイ

ン綵

約 10cm

QAD

心接綵

においては、

コン列ート

放射綵保健室

AιC 板

約 20C皿

第三ウラン貯蔵庫

AιC 板

QAD

蔽

約 10cm

約 10C皿

・燃料製造機器

試験室での核

燃料物質の貯
蔵を終了する

ためQAD

AIC 1洩

QAD

冴慮せず

QAD

約 10C皿

ぢ慮せず

ANISN

-G33

・1棟への貯蔵

施設の追加に

よる核燃料物

質量の見直し

変



新旧対照表

プルトニウム燃料第開発室

ウラン貯藏庫

プルトニウム燃料第開発室

プルトニウム燃料第開充室

フ゜ルトニウム廃棄物処凹1開充施設

第 7'ルトニウム廃棄物貯蔵施設

B棟

施

表3 気体廃棄物の放出に伴う環境線量(msv/年)

設 名

更

吸入摂取

フ. 1 × 10、6

1. O× 10、6以下

4. O × 10、6

1. O× 10、6以 F

1.9× 10、6

1. O× 10、6以 F

1. O× 10 6以 F

_,/.

目1」

ウラン系廃棄物貯蔵施設

第2ウラン系廃棄物貯蔵施設

焼却施設

廃油保管庫

廃水処理室

評価

絲Π摂取

1.8× 10、6

1. O× 10、6以 F

3.フ× 10、'

1. O× 10 6以ド

1. O× 106以ト

1. O× 106 以ト

1. O× 106以 F

値注)

地表沈着

1. O × 10、'以 F

1. O× 10、'以ド

1. O× 10 '以下

!. O× 10、6以ド

1 0 × 10、6 以 F

1. O × 10、6 以 F

1. O× 10、6以 F

J棟

M棟

東海事業所第2ウラン貯蔽廊

商レベル放射竹物質研究施設

共通編添付書類1

1. O × 10 6 以 F

1. O× 10 6以 F

放射竹希ガス

燃料製迅機器試験室、 A棟、 L棟、

応用試験棟、洗湘場、安个管即棟,

計測機器校111室、放4、1線保健室.第

三ウラン貯蔵肺

1. O× 106 以下

1. O × 10 6 以ト

評価条件

1. O× 106以下

1 0×106以 F

別Ⅲ11 ~

4、フ、

8、 10、

及び 12~

Nのとお

り

4.6 × 10、62.フ× 10 33.2 × 10 44.5 × 10、゛d、 訓

3.5 × 10 3A ,; 1

木表中の吸入摂取、地表沈着及び放4J竹希ガスの値は図6に示すM2地点におけるものである。注)

1. O× 10、6以ド

1. O× 10、'以ト

1. O× 10、'以ド

1.2× 10、6

4.3 × 10、」

プルトニウム燃料第開発室

ウラン貯藏ル

プルトニウム燃料第開発室

プルトニウム燃料第開発室

プルに払廃棄物処則開充施設

第 7'ルトニウム廃棄物貯藏施設

B棟

施

表3 気体廃棄物の放出に伴う環境線量(msv/年)

各施,斐とも

1. O × 106 以ド

設

1. O× 10、6以 F

1. O × 10、6 以 F

3.1 × 10. 4.6 × 10、'

名

補

各施,受とも

1. O× 10 '以 F

・廃水処理室の

管理区域を解

除するため

正

2.フ× 10 き

吸入摂取

フ. 1 × 10 6

1. O× 106以ト

4. O× 10 6

1. O× 10 6 以 F

1.9× 106

1. O× 10 6 以ト

1. O × 10、6 以 F

後

各施設とも

1. O× 10、6 以ド

ウラン系廃棄物貯蔵施設

第2ウラン系廃棄物貯蔵施設

焼却施設

廃油保管庫

評価

絲Π摂取

1.8 × 10 6

1. O × 10 6 以 F

3.フ× 10 6

1. O× 10 6以ド

1. O × 10 6 以ト

1. O× 10 6以十

1. O× 10、6以 F

4.6 × 10、6

変更箇所を

値注)

地表沈着

1. O× 10、'以 F

1. O × 10、'以ド

1. O × 10、6 以 F

1. O × 10、'以 F

1. O× 10、6以 F

1. O× 10、6以 F

1. O× 10、6以ド

」棟

M棟

東海事業所第2ウラン貯藏肺

商レベル放射竹物質研究施設

別表2の

とおり

1. O × 10、6 以 F

1. O× 10、6以下

放射竹希ガス

燃料製造機器試験室、 A棟、 L棟、

応用試験棟、洗濯場、安令管郡棟,

計測機器校111室、放gJ線保催室、第

三ウラン貯蔵肺

で示す。

変更理由

評価条件

1. O× 106以 F

1. O × 10 '以 F

1. O× 10 '以下

1. O× 10、6以 F

別Ⅲ11~

4、フ,

8、 10、

及び柁~

14のとお

り

計ノ」、

合 計

本表中の吸入摂取、注)

4.6 × 10 6

1. O× 10、6以ド

1. O× 10、6以ド

1. O× 10、6以ド

1.2× 10、'

4.3 × 10 J

各施,斐とも

1. O× 10、6 以 F

2.フ× 10、33.2× 10 」4.5 × 10、1

3.5 × 10、9

地表沈着及び放射性希ガスの値は図6に尓すM2地点におけるものである。

1. O× 10、6以 F

1. O × 10、6 以 F

3. 1 × 104

各施設とも

1. O × 10、6 以ド

別表2の

とおり

2.フ× 10 3

各施設とも

1. O × 10、6 以ド

ウ
ラ
ン
廃
棄
物
処
騨
施
設

変

区
区

ウ
ラ
ン
廃
棄
物
処
即
施
設

一
一



新旧対照表

施設名

燃料製造機器試験室

別表2 気体廃棄物の放出に係る評価条件

A 棟

設定条件

予

のと仮定する。

更

L

^

棟

月1」

年問丁,定使川耻売取り扱うも

のと仮定する。

応m試験棟

を取り

試験裴置での使用1寸を供給

の最大値

8. O × 10-4 gu/皿in 6Wt%濃綺1
ウラン)と仮定する。

排気系へ

の移行*

洗濯場

うも

安令管即棟

10-4

年問Υ,定使用耻在取り扱うも

のと仮定する。

搬入する作業衣等は核燃料物

質に汚染されていないことを

確認しているので無視する。

年問Υ,定使m耻を取り扱うも

のと仮定する。

放射綵測定器等の校111川のた

めに、樒封線源の核燃料物質を

使川する施設であり、大気に

出される放射性物質はないので

無視する。

内部被ぱく測定器の校11三川の
ために、幣封綵源の核燃料物質

を使用する施設であり、大気に

放出される放射十1.物質はないの

で無視する。

幣封状態の核燃料物質を使用

する施設であり、人気に放川さ

れる放射竹物質はないので無井

する。

共通編添付書類1

捕集効*

高性能エアフィルタ

:99.97 %

10

計測機器校止室

4

約220

局性能エアフィルタ

:99.97 %

コールドトラップ

1段:99.9 %

ケミカルトラップ
:90 %

If昂"三能エアフィルタ

99.9 %

商性能エアフィルタ

99.97 %

建家の投影

而祐(血2)

放射線保健室

約150

第三ウラン貯蔵川i

約

施設名

燃料製造機器試験室

60

約500

別表2 気体廃棄物の放出に係る評価条件

A

1哘性能エアフィルタ

1 段Π:99.97 %

2 段口:99 %

,及定条件

のはなく、

された の

みのでるため る

年問Υ,定使川攝を取り扱うも

のと仮定する。

補

棟

正

約200

後

応用試験棟

試験裴置での使用耻を似紛 t

の最大値

8. O× 10 4 EU/min (5Wt%濃締
ウラン)と仮定する。

約220

排気系へ

の移h率

変更箇所を

洗濯場

の

安令管則棟

年問Υ,定使用耻を取り扱うも

のと仮定する。

搬人する作業衣等は核燃料物

質に朽染されていないことを

確認しているので無視する。

年問Υ,定使用耻を取り扱うも

のと仮定する。

放射線測定器等の校11三用のた

めに、彬11綵源の核燃料物質を

使用する施設であり、大気に

出される放射竹物質はないので

無視する。

内部被ばく測定器の校11二川の

ために、幣封線源の核燃料物質

を使川する施股であり、大気に

放出される放射竹物質はないの

で無視する。

幣封状態の核燃料物質を使用

する施設であり、大気に放川さ

れる放射竹物質はないので無視

する。

捕集効率

10

計測機器校11二室

4

で示す。

変更理由

'丘N1能エアフィルタ

:99.97 %

コールドトラップ
1 段:99.9 %

ケミカルトラップ

90 %

商性能エアフィルタ

:99.9 %

商性能エアフィルタ

:99.辨%

建家の投影

而柏価2)

1

放射線保健室

10

第ニウラン貯戚肺

6

約

・燃料製造機器

試験室での核

燃料物質の使

用を終了する

ため60

約500

1

商性能エアフィルタ

1 段「1:99.辨%

2 段口:99 %

約200

変



新旧対照表

変 更
^

月1」

融令覧41条註当塊霞

プルトニウム性斜凱一開異室

ウラン貯卑庫

プルトニウム疉斜焦二開晃窒

プルトニウム翌劃気三開典宣

プルトニウム臭衆物処瑠"異算鮫

筑ニプルトニウム真宝貯量怖設

B棟

ウウラン系廐物貯筒段
3

ン焦2ウ5ン系虜物貯輩篇設

物哉却算設

共通編添付書類1

政令算4慢奔蚊当痛設

撚料製遷植"昼験室

ム按

■1L捷

■1叱用試単韓

跳場

安全管理韓

計罰帳罫裡正璽

披射牌保窒

算三ウラン貯重庫

畳

庚*舶理窒

M控

庫毒車章所篇2ウラン貯皇庫

レベル註射性物 q究櫨段

1'

】5

16

補 正 後

図6 環境線量最大地点

変更筒所をCこニニニ1>で示す。

変更理由

周辺監視区域境界

研究所敷地境界

黄令數慢駐当為設

プルトニウム昼斜筋一鬨異室

ウラン貯夏卑

プルトニウム昼斜摘二開臭室

プルトニウム皇斜箔三鬨鼻室

プルトニウム庚素物舟理開見算設

第ニプルトニウム慎果物貯夏算設

B桂

;ウラン系庚豊物貯叢庫殿

慶第2ウラン系真系物貯煮痛設

疉快釦隻霞

壹塵油保管庫
゛檀

M韓

廩毒象所算之ウラン貯尿庫

高レベル註射性物胃刷究算霞

政令算'慢鼻骸当範霞

疉料堕量貴唇駄験窒

A検

L埴

叱用試験尊

決ネ嶋

安全管理桂

計碧牧正室

敢射哉保健窒

掘三ウラン貯重庫

・廃水処理室の

管理区域を解除

するため

周辺監視区域境界

研究所敷地境界

10

11

11

14

15

16

図6 環境線量最大地点

1で囲った箇所は核物質防i董清報が含まれるため、非公開とします。
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変更に係る核燃料物質の使用に必要な技術的能力に関する

説明書

添付書類3



山経験

核燃料サイクルエ学研究所は、昭和U年10月に核燃料物質の使用許可を取得して

以降長年にわたり、核燃料物質の管理、放射性廃棄物の管理、核燃料物質使用施設等

(以下「使用施設等」という。)の運転及び保守並びに使用施設等の設計及び工事に従

事しており、豊富な経験を有している。

使用施設等のうち、政令第41条該当施設については、理事長が策定した品質保証計

画に基づき、核燃料物質の使用等に係る品質保証活動を実施するとともに、監査を含

む評価によって継続的な改善を図っている。

さらに、政令第41条該当施設に係る保安を確保するため、環境技術開発センター及

びプルトニウム燃料技術開発センターにそれぞれ核燃料取扱主務者を選任している。

②組織

平成31年4月現在における核燃料サイクルエ学研究所の使用施設等に係る保安管理

組織図を図一1及び図一2に、各施設の関連部門を表一1~表一3に示す。

説明
得)技術者の確保

平成肌年4月現在における核燃料サイクルエ学研究所の技術者数、業務従事年数は

以下のとおり。

①技術者数

技術者数は349人であり、その専攻別内訳を以下に示す。

物理化学原子力電気機械金属その他合計専攻

技術者数(人) 13 70

②業務従事年数

技術者の業務従事年数を以下に示す。

5年以上
業務従事年数 5年未満 10年以上 合計

10年未満

技術者数(人) 四 243 349邪

【当機構(動力炉・核燃料開発事業団及び核燃料サイクル開発機構)入社時から起算】

39 肌 卯 Ⅱ 北 349



平成討年4月現在における核燃料サイクルエ学研究所の技術者のうち国家試験有資

格者数を以下に示す。

有資格者数(人)

保安

教育

核燃料物質等の使用等に従事する者に対し、関係法令、使用施設等の構造、放射線

管理、核燃料物質等の取扱い、非常時の措置、品質保証(政令第41条該当施設)等に

ついて必要な保安教育・司1係東を計画的に実施することにより、技術的能力の維持・向

上を図っている。訓練

核燃料取扱主任者

国家試験有資格者数

資格名称

放射線取扱主任者

(第 1種)

即31

技術士(原子力・

放射線部門)

有
資
格
者
数



核燃料取扱主務者

プルトニウム燃料技術開発センター長

(当直長(注))

中央安全審査・品保証委員会

核燃料サイクルエ学研究所担当理事

核燃料サイクルエ学研究所長

核燃料サイクルエ学研究所安全専門委員会核燃料サイクルエ学研究所品質保証委員会

理事長

プルトニウム燃料技術開発

センター安全専門委員会

技

(注)休日及び夜間の直業務に係る保安を統括する。

口

銃括監査の職

口

核セキュリティ銃括部長安全

術

核燃料取扱主務者

部

環境技術開発センター長

長

環技術開発センター

安全専門委員会

放射線管理部長

図一 1 保安管理組織図(政令第41条該当施設)

工務技術部長 保安管理部長
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プルトニウム燃料技術開発センター長

(当直長(注))

プルトニウム燃料技術開発

センター安全専門委員会

核燃料サイクルエ学研究所長

技

瓊技術開発センター長

術

核燃料サイクルエ学研究所安全専門委員会

部

長

環境技術開発センター

安全専門委員会

放射線管理部長 工務技術部長

放射線管理部

安全専門委員会

図一 2

保安管理部長

保安管理組織図(政令第41条非該当施設)

(注)
休日及び夜間の直業務に係る保安を統括する。
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表一1 環境技術開発センターの各施設における関連部門
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表一 2 プルトニウム燃料技術開発センターの各施設における関連部門
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放射線管理部

表一 3 放射線管理部の各施設における関連部門
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事務上の連絡先

事務上の連絡先

名

所在地

称

連絡員

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

〒100-857フ

東京都千代田区内幸町2丁目2番2号

富国生命ビル

安全・核セキュリティ統括部

安全・核セキュリティ推進室
所属

氏名

電話番号

Eメールアドレス

■■■■■国闇巨皿巨巨巨
■■

■冒

備考

q弌表)0 3 -3 5 9 2 -2 1 1 1

■

言■■■■■■■■■■■巨■巨■■■■■■■■■冊

、■■画■■゛

;..,.:で囲った箇所は個人情報が含まれるため、非公開とします。
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